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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　海苔建屋において、
　この建屋の海苔乾燥機の天井開放部の上に、間仕切り空間部を形成し、この間仕切り空
間部外と、この建屋の燃焼釜の上のスペースを利用して、温湿度調整器を配備し、
　前記天井開放部より、前記天井空間部に排出された高温高湿排気を、前記温湿度調整器
に導き、低温低湿の空気として、前記建屋外に排気するとともに、この建屋内の前記間仕
切り空間部外に導入した低温低湿外気を、前記温湿度調整器に導き、高温低湿の空気に変
換し、この高温低湿の空気を、前記燃焼釜に導入して、高温低湿の温風として、この燃焼
釜と前記海苔乾燥機間に設けた配管を介して、この海苔乾燥機に導入する構成としたこと
を特徴とする温湿度調整器を備えた海苔建屋。
【請求項２】
　請求項１に記載の温湿度調整器を備えた海苔建屋において、
　前記温湿度調整器には、前記間仕切り空間部の高温高湿排気の一部を導入する構造とす
ることで、この間仕切り空間部を流れる高温高湿排気の流れ状況、又は温湿状況への影響
を少なくする構成としたことを特徴とする温湿度調整器を備えた海苔建屋。
【請求項３】
　請求項１に記載の温湿度調整器を備えた海苔建屋において、
　前記温湿度調整器の他方の入り口と、前記建屋の外気吸込開口部をダクトで連通すると
ともに、このダクトにファン、又はフィルタ、或いはシャツタを、配備する構成としたこ
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とを特徴とする温湿度調整器を備えた海苔建屋。
【請求項４】
　請求項１に記載の温湿度調整器を備えた海苔建屋において、
　前記温湿度調整器の一方の入り口を、前記間仕切り空間部に開放するとともに、この一
方の入り口を一方の通路に接続し、この一方の通路を、前記建屋の排気開口部に開放する
とともに、この温湿度調整器の他方の入り口を、前記建屋の外気吸込開口部に開放すると
ともに、この他方の入り口を他方の通路に接続し、この他方の通路を、前記燃焼釜の吸込
開口部に接続する構成としたことを特徴とする温湿度調整器を備えた海苔建屋。
【請求項５】
　請求項１に記載の温湿度調整器を備えた海苔建屋において、
　前記一方の通路と他方の通路には、膨出部とフラット部とを連続的に設けるとともに、
この一方の通路と他方の通路の膨出部を隣接し、この隣接状態を確保する手段を設ける構
成とした温湿度調整器を備えた海苔建屋。
【請求項６】
　請求項５に記載の温湿度調整器を備えた海苔建屋において、
　前記手段が、凹凸嵌合とする構成とした温湿度調整器を備えた海苔建屋。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建屋の海苔乾燥機から排出される温風排気と、外気との湿度調整、及び／又
は、熱交換とを図り、海苔乾燥機への供給温風の湿度管理、及び／又は、燃焼釜の省エネ
とを図る温湿度調整器を備えた海苔建屋に関する。
【背景技術】
【０００２】
　表題の「建屋の海苔乾燥機から排出される温風排気と、外気との湿度調整、及び／又は
、熱交換とを図り、海苔乾燥機への供給温風の湿度管理、及び／又は、燃焼釜の省エネと
を図る温湿度調整器を備えた海苔建屋」に関しては、関連技術として、本出願人の提案の
文献１がある。この発明は、特開２００８－６１５７６号公報であり、燃焼釜の煙突に、
環状の熱交換部を設け、煙突を流れる温風排気と外気との熱交換を図る構造である（煙突
の周面と外気との接触である）。また、同様な考案として、他社の提案の文献２がある。
この考案は、実開昭５７－１８９３９４号公報であり、前記文献１と、略同じ構造と効果
がある。また、建屋と海苔乾燥機との空間に熱交換器を設けた、関連技術として、文献２
を提案する他社の文献３がある。この考案は、実開昭６１－９５２９６号公報であり、海
苔乾燥機（乾燥室）の温風排気開口部の全体に、熱交換器を配備するとともに、この熱交
換器を建屋の外気吸込開口部に開口する。これにより、外気を熱交換で昇温し、燃焼釜に
供給する構造である。
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－６１５７６号公報
【特許文献２】実開昭５７－１８９３９４号公報
【特許文献３】実開昭６１－９５２９６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　前記文献１、２は、建屋の空間部を広く利用することを意図せず、熱交換の効率化の面
で、改良の余地が考えられる。また、文献２では、この熱交換で昇温した外気を、燃焼釜
に導入する構造でなく、海苔乾燥機に導入する構造であり、有効性を担保するに問題あり
と考えられる。
【０００５】
　また、文献３は、確かに理に叶っているが、海苔乾燥機の天井全体に、直接、熱交換器
を配備する構造である。一見して、この海苔乾燥機の温風排気を有効利用できると考えら
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れる。しかし、この海苔乾燥機の温風排気の温度、及び／又は、湿度は、場所により、そ
の差が、激しく、外気との略均質な熱交換を図るには問題があると考えられる。そして、
また、熱交換による昇温が、区々となると、温湿度の異なる昇温外気が、燃焼釜に導入さ
れることから、例えば、燃焼釜への負担も多くなり、燃焼釜の耐久性に問題を残すこと、
或いは、燃焼釜内における、温風生成にも不均一が生ずる虞があること、等の改良点が考
えられる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１の発明では、建屋の間仕切り空間部外と、この建屋の燃焼釜の上のスペースを
有効利用し、温湿度調整器を配備することで、実用に供した温湿度調整器を備えた海苔建
屋の構造を提供すること、また、効率的に、湿度調整を図るために、この温湿度調整器の
出入口を、所定の箇所に開放するか、接続する構造を提案し、もって、在来の海苔乾燥建
屋から、温湿度調整器を備えた海苔建屋への改築を可能とすること、等を意図する。そし
て、また、請求項１の発明は、湿度調整を図ることで、乾海苔のヌレ、ワレ、艶ムラ、チ
ヂミ、テリ等の欠陥製品の発生をなくすこと、又は品質の向上を図ること、等を意図する
。
【０００７】
　請求項１は、海苔建屋において、
　この建屋の海苔乾燥機の天井開放部の上に、間仕切り空間部を形成し、この間仕切り空
間部外と、この建屋の燃焼釜の上のスペースを利用して、温湿度調整器を配備し、
　前記天井開放部より、前記天井空間部に排出された高温高湿排気を、前記温湿度調整器
に導き、低温低湿の空気として、前記建屋外に排気するとともに、この建屋内の前記間仕
切り空間部外に導入した低温低湿外気を、前記温湿度調整器に導き、高温低湿の空気に変
換し、この高温低湿の空気を、前記燃焼釜に導入して、高温低湿の温風として、この燃焼
釜と前記海苔乾燥機間に設けた配管を介して、この海苔乾燥機に導入する構成としたこと
を特徴とする温湿度調整器を備えた海苔建屋である。
【０００８】
　請求項２の発明は、請求項１の目的を達成するに、最適な、建屋の間仕切り空間部を利
用すること、設置の安定性を図り得る構造であり、所謂、温湿度調整器を最適に配備する
ことを意図する。
【０００９】
　請求項２は、請求項１に記載の温湿度調整器を備えた海苔建屋において、
　前記温湿度調整器には、前記間仕切り空間部の高温高湿排気の一部を導入する構造とす
ることで、この間仕切り空間部を流れる高温高湿排気の流れ状況、又は温湿状況への影響
を少なくする構成としたことを特徴とする温湿度調整器を備えた海苔建屋である。
【００１０】
　請求項３の発明は、請求項１の目的を達成するに、最適な、建屋の間仕切り空間部を利
用すること、設置の容易化を図り得る構造であり、所謂、温湿度調整器の配置構造を意図
する。
【００１１】
　請求項３は、請求項１に記載の温湿度調整器を備えた海苔建屋において、
　前記温湿度調整器の他方の入り口と、前記建屋の外気吸込開口部をダクトで連通すると
ともに、このダクトにファン、又はフィルタ、或いはシャツタを、配備する構成としたこ
とを特徴とする温湿度調整器を備えた海苔建屋である。
【００１２】
　請求項４の発明は、請求項１の目的を達成するに、最適な、温湿度調整器の通路の構造
を提案することを意図する。
【００１３】
　請求項４は、請求項１に記載の温湿度調整器を備えた海苔建屋において、
　前記温湿度調整器の一方の入り口を、前記間仕切り空間部に開放するとともに、この一
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方の入り口を一方の通路に接続し、この一方の通路を、前記建屋の排気開口部に開放する
とともに、この温湿度調整器の他方の入り口を、前記建屋の外気吸込開口部に開放すると
ともに、この他方の入り口を他方の通路に接続し、この他方の通路を、前記燃焼釜の吸込
開口部に接続する構成としたことを特徴とする温湿度調整器を備えた海苔建屋である。
【００１４】
　請求項５の発明は、請求項１の目的を達成するに、最適な、温湿度調整器の通路の構造
を提案することを意図する。
【００１５】
　請求項５は、請求項１に記載の温湿度調整器を備えた海苔建屋において、
　前記一方の通路と他方の通路には、膨出部とフラット部とを連続的に設けるとともに、
この一方の通路と他方の通路の膨出部を隣接し、この隣接状態を確保する手段を設ける構
成とした温湿度調整器を備えた海苔建屋である。
【００１６】
　請求項６の発明は、請求項５の目的を達成するに、最適な、一方の通路と他方の通路の
膨出部の隣接状態を確保する手段を提案することを意図する。
【００１７】
　請求項６は、請求項５に記載の温湿度調整器を備えた海苔建屋において、
　前記手段が、凹凸嵌合とする構成とした温湿度調整器を備えた海苔建屋である。
【発明の効果】
【００１８】
　請求項１の発明は、海苔建屋において、
　建屋の海苔乾燥機の天井開放部の上に、間仕切り空間部を形成し、間仕切り空間部外と
、建屋の燃焼釜の上のスペースを利用して、温湿度調整器を配備し、
　天井開放部より、天井空間部に排出された高温高湿排気を、温湿度調整器に導き、低温
低湿の空気として、建屋外に排気するとともに、建屋内の前記間仕切り空間部外に導入し
た低温低湿外気を、温湿度調整器に導き、高温低湿の空気に変換し、高温低湿の空気を、
燃焼釜に導入して、高温低湿の温風として、燃焼釜と海苔乾燥機間に設けた配管を介して
、海苔乾燥機に導入する構成としたことを特徴とする温湿度調整器を備えた海苔建屋であ
る。
【００１９】
　従って、請求項１は、建屋の間仕切り空間部外と、この建屋の燃焼釜の上のスペースを
有効利用し、温湿度調整器を配備することで、実用に供した温湿度調整器を備えた海苔建
屋の構造を提供できること、また、効率的に、湿度調整を図るために、この温湿度調整器
の出入口を、所定の箇所に開放するか、接続する構造を提案し、もって、在来の海苔乾燥
建屋から、温湿度調整器を備えた海苔建屋への改築が可能となること、等の特徴がある。
そして、また、請求項１は、湿度調整を図ることで、乾海苔のヌレ、ワレ、艶ムラ、チヂ
ミ、テリ等の欠陥製品の発生をなくし得ること、又は品質の向上が図れること、等の実益
を有する。
【００２０】
　請求項２の発明は、請求項１に記載の温湿度調整器を備えた海苔建屋において、
　温湿度調整器には、間仕切り空間部の高温高湿排気の一部を導入する構造とすることで
、間仕切り空間部を流れる高温高湿排気の流れ状況、又は温湿状況への影響を少なくする
構成としたことを特徴とする温湿度調整器を備えた海苔建屋である。
【００２１】
　従って、請求項２は、請求項１の目的を達成するに、最適な、建屋の間仕切り空間部を
利用できること、設置の安定性を図り得る構造であり、所謂、温湿度調整器を最適に配備
できる特徴がある。
【００２２】
　請求項３の発明は、請求項１に記載の温湿度調整器を備えた海苔建屋において、
　温湿度調整器の他方の入り口と、建屋の外気吸込開口部をダクトで連通するとともに、



(5) JP 5762921 B2 2015.8.12

10

20

30

40

50

ダクトにファン、又はフィルタ、或いはシャツタを、配備する構成としたことを特徴とす
る温湿度調整器を備えた海苔建屋である。
【００２３】
　従って、請求項３は、請求項１の目的を達成するに、最適な、建屋の間仕切り空間部を
利用できること、設置の容易化を図り得る構造であり、所謂、温湿度調整器の配置構造を
提供できる特徴がある。
【００２４】
　請求項４の発明は、請求項４は、請求項１に記載の温湿度調整器を備えた海苔建屋にお
いて、
　温湿度調整器の一方の入り口を、間仕切り空間部に開放するとともに、一方の入り口を
一方の通路に接続し、この一方の通路を、建屋の排気開口部に開放するとともに、温湿度
調整器の他方の入り口を、建屋の外気吸込開口部に開放するとともに、この他方の入り口
を他方の通路に接続し、他方の通路を、燃焼釜の吸込開口部に接続する構成としたことを
特徴とする温湿度調整器を備えた海苔建屋である。
【００２５】
　従って、請求項４は、請求項１の目的を達成するに、最適な、温湿度調整器の通路の構
造を提案できる特徴がある。
【００２６】
　請求項５の発明は、請求項１に記載の温湿度調整器を備えた海苔建屋において、
　一方の通路と他方の通路には、膨出部とフラット部とを連続的に設けるとともに、一方
の通路と他方の通路の膨出部を隣接し、隣接状態を確保する手段を設ける構成とした温湿
度調整器を備えた海苔建屋である。
【００２７】
　従って、請求項５は、請求項１の目的を達成するに、最適な、温湿度調整器の通路の構
造を提案できる特徴がある。
【００２８】
　請求項６の発明は、請求項５に記載の温湿度調整器を備えた海苔建屋において、
　手段が、凹凸嵌合とする構成とした温湿度調整器を備えた海苔建屋である。
【００２９】
　従って、請求項６は、請求項５の目的を達成するに、最適な、一方の通路と他方の通路
の膨出部の隣接状態を確保する手段を提案できる特徴がある。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】第一実施例とそれぞれ空気の流れを示した断面模式図
【図２】第二実施例とそれぞれ空気の流れを示した断面模式図
【図３】第三実施例とそれぞれ空気の流れを示した断面模式図
【図４】温湿度調整器を複数基設ける一例を示した拡大模式図
【図５－１】温湿度調整器の拡大全体模式図
【図５－２】他の温湿度調整器の拡大全体模式図
【図５－３】別の温湿度調整器の拡大全体模式図
【図６】温湿度調整器の内部構造で、一方・他方の通路の関係を示した拡大平面模式図
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　建屋１の天井１００には、一基、又は一対でなる屋上扇２（換気扇）を、望ましくは、
建屋１の棟方向に数基有しており、建屋１の間仕切り空間部Ｂに排出された余剰量の高温
高湿排気Ｐ、その他の空気を排出する。また、建屋１には、後述する排気開口部１０１と
、外気吸込開口部１０２を有する。
【００３２】
　そして、この建屋１には、海苔乾燥機５と燃焼釜６を備えている。この海苔乾燥機５の
天井には、高温高湿排気Ｐを排出する天井開放部５００を有する。この海苔乾燥機５と燃
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焼釜６とは配管５０１を介して連通しており、この燃焼釜６の後述する高温低湿の温風が
、海苔乾燥機５の下方にある図示しない海苔簀に向って供給される。この燃焼釜６にはバ
ーナを備えた釜６００が配備されている。そして、この燃焼釜６には、湿度調整された空
気が導入される吸込開口部６０１を有する。図中６０２は燃焼釜６の吸込開口部６０１に
設けたファンである。この燃焼釜６は、海苔乾燥機５の長手方向に複数基設けられる。こ
の建屋１は、仕切り材、例えば、ビニールフィルム７を介して間仕切りされ、例えば、燃
焼釜６と海苔乾燥機５との間を区画した間仕切り空間部Ｂが構成される。この間仕切り空
間部Ｂに、後述する高温高湿排気Ｐが排気されるとともに、この高温高湿排気Ｐの流れを
確定すること、又は建屋１の広範囲による結露防止に役立つこと、等の特徴がある。
【００３３】
　この海苔乾燥機５と建屋１の庇天井１００（間仕切り空間部外）と燃焼釜６の上（天井
上面）とのスペースＡ（有効スペース）を利用して、温湿度調整器８を配備する。以下、
好ましい、第一実施例から第三実施例を、個別に説明する。
【００３４】
　先ず、図１の第一実施例では、このスペースＡに設けた温湿度調整器８には、一方の入
り口８００と、一方の出口８０１を有するとともに、他方の入り口８０２と、他方の出口
８０３を有する。そして、この一方の入り口８００は、海苔乾燥機５の天井開放部５００
に連なる構造とし、望ましくは、間仕切り空間部Ｂの高温高湿排気Ｐ（例えば、温度３０
℃で、湿度９０％が標準である）を効率的で、かつスムーズに導入する（吸込む）ために
、望ましくは、ビニールフィルム７の下側７ａに連なるように配置する（間仕切り空間部
Ｂに下側に滞留し易い、高温高湿排気Ｐを確実、かつ効率的に、この温湿度調整器８に導
入するためである）。また、この一方の出口８０１は、建屋１の下側（地面ＧＬに近い位
置）の排気開口部１０１に連なる。これは、後述するように、低温低湿の空気Ｐ１に変換
したことを含めて、このように地面ＧＬ近くに排気することで、従来の問題であった、例
えば、高温高湿排気Ｐの外部への排気、及び／又は、建屋１の天井より排気することに起
因する環境破壊と、農地への悪影響を回避できる。尚、他方の入り口８０２は、建屋１の
中間（庇天井１００に近い位置）の外気吸込開口部１０２に連なることから、例えば、地
面ＧＬ近くの低温、及び／又は、高湿の空気の吸込みを少なくするとともに、低温低湿外
気Ｏ（例えば、時期と地域とか、同じ地域でも場所等により、異なるが、総括して、－３
℃～１０℃～２０℃の外気）を、温湿度調整器８に導入する。また、他方の出口８０３は
、燃焼釜６の吸込開口部６０１に連なる構造である。これにより、他方の入り口８０２よ
り温湿度調整器８に導入した、低温低湿外気Ｏを、高温低湿の空気Ｏ１に変換し、前記燃
焼釜６に送込む構造である。
【００３５】
　次に、図２の第二実施例では、他方の出口８０３は、本質的に、第一実施例と同じであ
る。その相違は、一方の入り口８００と、他方の入り口８０２、並びに一方の出口８０１
である。これにより、高温高湿排気Ｐを所定量で、かつ間仕切り空間部Ｂの下側に存在す
る高温高湿排気Ｐを、確実に、導入できること、又は建屋１の天井面における結露防止に
有益であること、等の特徴がある。また、一方の出口８０１の後面と、排気開口部１０１
とをダクト１０（配管を含む。以下同じ）を介して繋ぎ、確実に、低温低湿の空気Ｐ１を
、建屋１外に排気する。さらに、他方の入り口８０２の前面は、建屋１の中間の外気吸込
開口部１０２に、例えば、ダクト１０ａに繋がる。このダクト１０ａ（又は他方の入り口
８０２の前面）には、吸込み用のファン９を設け、強制的に外気（低温低湿外気Ｏ）を吸
込む構造である。
【００３６】
　さらに、図３の第三実施例では、一方の出口８０１と、他方の入り口８０２、並びに他
方の出口８０３は、本質的に、第二実施例と同じである。その相違は、他方の入り口８０
２である。この他方の入り口８０２の前面には、図示しない、清浄な空気の導入のために
フィルタ、適量の外内気（低温低湿外気Ｏ、又は低温低湿の空気Ｐ１）の導入（排出）の
ために、シャツタ９ｃを配備する構造である。
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【００３７】
　そこで、第一実施例の空気の流れを説明すると、海苔乾燥機５の天井開放部５００より
排出され、かつ間仕切り空間部Ｂにある高温高湿排気Ｐの一部（全体もあり得る）は、一
方の入り口８００より、前述の如く、望ましくは、ビニールフィルム７の下側７ａに配置
する温湿度調整器８に効率的で、かつスムーズに導入する。また、低温低湿外気Ｏは、建
屋１の中間の外気吸込開口部１０２に繋がる他方の入り口８０２より、温湿度調整器８に
導入される。この高温高湿排気Ｐと低温低湿外気Ｏとが熱交換され、低温低湿の空気Ｐ１
と、高温低湿の空気Ｏ１にそれぞれ変換される。そして、この低温低湿の空気Ｐ１は、一
方の出口８０１を介して、建屋１外に排気される。従って、高温高湿排気Ｐの温湿度調整
を図りつつ、従来の弊害である。例えば、高温高湿排気Ｐの外部への排気による環境破壊
と農地への悪影響を回避できる。また、高温低湿の空気Ｏ１は、他方の出口８０３より排
気され、吸込開口部６０１より燃焼釜６に導入されて、高温低湿の温風Ｏ２に変換される
。この高温低湿の温風Ｏ２は、この燃焼釜６と海苔乾燥機５を繋ぐ、配管５０１を介して
、この海苔乾燥機５に導入される。これにより、例えば、海苔乾燥機５内の温湿調整が図
れるので、高品質の乾海苔の生成と、経済性の向上に寄与できること、又は高温高湿排気
Ｐの温湿度を図ることで、外部への排気による環境破壊と農地への悪影響を回避できる。
さらに、従来の低温低湿外気Ｏの燃焼釜６への導入による弊害の解消を解消して、例えば
、燃焼釜６の効率的な燃焼（省エネ）と、釜６００の耐久性の向上等が図れる。そして、
この第一実施例では、間仕切り空間部Ｂの空気の流れを確保できる構造と、機械の配備を
介して、作業者の肌で感じる、従来の勘が利用できる特徴と、併せて、機械による制御と
、経験則を利用でき、安心して、乾海苔製造作業ができる。
【００３８】
　続いて、第二実施例の空気の流れを説明すると、第一実施例と異なる、一方の入り口８
００と、他方の入り口８０２、並びに一方の出口８０１を基に説明する。一方の入り口８
００より、図示しない、吸込み用のファンを介して、間仕切り空間部Ｂの高温高湿排気Ｐ
の一部を温湿度調整器８に導入する。このファンは、間仕切り空間部Ｂの上側にある高温
の中でも高く、かつ湿度が低くなった高温高湿排気Ｐを確実に、その一部を温湿度調整器
８に導入できるので、熱交換の容易化と、燃焼釜６の効率化と、低コスト化に有効と考え
られる。また、低温低湿外気Ｏは、建屋１の中間の外気吸込開口部１０２に繋がる他方の
入り口８０２より、ダクト１０ａと、このダクト１０ａに設けた吸込み用のファン９を介
して、強制的かつ外気の気象条件等に影響されず、定量が温湿度調整器８に導入される。
そして、第一実施例と同様に、この高温高湿排気Ｐと低温低湿外気Ｏとが熱交換され、低
温低湿の空気Ｐ１と、高温低湿の空気Ｏ１にそれぞれ変換される。そして、この低温低湿
の空気Ｐ１は、一方の出口８０１とダクト１０を介して、間仕切り空間部Ｂ外に、拡散す
ることなく、かつ確実に建屋１外に排気される。従って、第一実施例と同様であるととも
に、建屋１の温湿度制御に悪影響を与えることが少ない等の効果がある。その他の、例え
ば、高温低湿の空気Ｏ１の高温低湿の温風Ｏ２への変換と、この高温低湿の温風Ｏ２を、
燃焼釜６と海苔乾燥機５を繋ぐ、配管５０１を介して、この海苔乾燥機５に導入されるこ
と、これに基づく、それぞれの効果等は、前述の第一実施例に準ずる。
【００３９】
　そこで、第三実施例の空気の流れを説明すると、この第三実施例は、第二実施例と基本
的な構造と効果は同じであり、その相違点は、他方の入り口８０２である。この他方の入
り口８０２には、ファン９の他に、図示しない、清浄な空気の導入のためにフィルタ、適
量の外内気の導入（排出）のために、外気開口部１０２か、排気開口部１０１の双方か、
又はその一方にシャツタ９ｃを配備する構造である。これにより、例えば、汚染した低温
低湿外気Ｏの導入を停止するか、雨の侵入防止等を図ること、或いは、寒冷時の低温低湿
外気Ｏの量的制限とか、極度の低温低湿外気ＯＯを、低温低湿外気Ｏに変換して導入する
とか、又は地上の空気で、この低温低湿外気Ｏに即したものを導入するとかの工夫をする
。これにより、温湿度調整器８と、熱交換に役立つ、低温低湿外気Ｏの量と、この低温低
湿外気Ｏの状況に対応可能とする。その他の構造と効果は、前述の第二実施例に準ずる。
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【００４０】
　尚、図５－１～図５－３の各例の如く、この一方の入り口８００と一方の出口８０１は
、出入り側の各チャンバー（必要時に於いて）を介して、一本～数本の通路１２に連通さ
れる。また、この他方の入り口８０２と他方の出口８０３は、図示しない、出入り側の各
チャンバーを介して、一本～数本の通路１１に連通される。そして、一例として、複数段
の通路１１、１２の構造は、図６の如く、例えば、上下二枚と中間にある一枚の鋼板（鋼
材、銅材、ステンレス材等）を一組として、フラット通路部１１００、１２００と、この
フラット通路部１１００、１２００間に膨出通路部１１０１、１２０１を形成する。この
フラット通路部１１００、１２００と、膨出通路部１１０１、１２０１を形成する構造の
一例を説明すると、一枚の鋼板に、平板Ｘと膨出曲面Ｙとを、交互に構成する。この鋼板
を、上下二枚と中間一枚との組合せを、最小単位とし、順次、組上げる構造である。これ
により、上と中間の二枚鋼板の平板Ｘと平板Ｘを対峙することで、フラット通路部１１０
０、１２００が、また、上と中間の二枚鋼板の膨出曲面Ｙと膨出曲面Ｙを対峙することで
、フラット通路部１１００、１２００が、それぞれ形成される。そして、次に中間と下の
二枚鋼板の平板Ｘと平板Ｘを対峙することで、フラット通路部１１００、１２００が、ま
た、上と中間の二枚鋼板の膨出曲面Ｙと膨出曲面Ｙを対峙することで、フラット通路部１
１００、１２００が、それぞれ形成される。そして、この通路１２には、高温高湿排気Ｐ
が通り、また、通路１１には、低温低湿外気Ｏが通り、温湿度調整（熱交換）が行われる
。尚、この二枚の鋼板の膨出曲面Ｙの接触部には、凹凸嵌合による連結手段１５、１６を
有しており、この連結手段１５、１６で、二枚の鋼板の一体化、又はズレ防止が図れ、温
湿度調整器８、及び／又は、通路１１、１２の形状の確保が図れる。そして、この温湿度
調整器８の外側を、外郭体８０で構成される。
【００４１】
　そして、この温湿度調整器８の一方の入り口８００には、吸込用のファン２０を、また
、他方の入り口８０２には、吸込用のファン２１を、それぞれ設けることで、例えば、吸
込量の確保、及び／又は、高温高湿排気Ｐと低温低湿外気Ｏを確実に吸込できる構造とす
る。また、一方の入り口８００と他方の入り口８０２には、フィルタ２２、２３を、それ
ぞれ設け、異物の吸込を防止すること、湿度調整の効率化等を図る。
【００４２】
　また、この例では、スペースＡに、かつ建屋１（海苔乾燥機５、燃焼釜６）の長手方向
（図１に於いて、手前から、奥面方向）に、温湿度調整器８を、複数基、併設配置か、又
は図示しないが、斜設配備等の配置構造することで、通路１１、１２内における内外気の
スムーズな流れを確保できる。そして、図５－１～図５－３の如く、温湿度調整器８に設
ける一方の入り口８００と他方の入り口８０２、及び／又は、一方の出口８０１と他方の
出口８０３の取付け構造は、建屋１の構造と、海苔乾燥機５、燃焼釜６の構造と、これら
機器の配置構造、又は人の通路等を考慮して、適宜、選択する。また、海苔乾燥機５の天
井開放部５００からの一部の空気を、温湿度調整器８に導くことで、温湿度調整器８、及
び／又は、燃焼釜６への負担軽減と、温湿度調整の効率化等に役立てる。また、例えば、
海苔乾燥機５の天井開放部５００からの一部の空気を、温湿度調整器８に導くことで、温
湿度調整器８、及び／又は、燃焼釜６への負担軽減と、温湿度調整の効率化等に役立てる
。
【００４３】
　本発明では、建屋１と海苔乾燥機５とで構成されるスペースＡを活用して、温湿度調整
器８を配備するとともに、建屋１に設けたビニールフィルム７により間仕切り空間Ｂとを
活用することで、この建屋１、及び／又は、海苔乾燥機５、並びに間仕切り空間Ｂの湿度
調整を図り、高品質の乾海苔の生成と、また、この海苔乾燥機５からの高温高湿排気Ｐを
活用し、効率的な熱交換を介して、省エネの達成と、合理化の達成とを図ること、又はこ
の高温高湿排気Ｐ（乾燥機５から排出される温風排気）を処理し、環境に役立つ低温低湿
の空気Ｐ１の排出を図る。
【００４４】
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　前記ファン６０２、９、２０、２１の羽根数は、図示の例に限定されない。
【００４５】
　以上で説明した各実施例は、好ましい一例を示したものであり、同様な効果と特徴を有
する他の構造、手段は、本発明の範疇である。
【符号の説明】
【００４６】
　　　１　　　　　　建屋
　　　１００　　　　庇天井
　　　１０１　　　　排気開口部
　　　１０１ａ　　　他の排気開口部
　　　１０２　　　　外気吸込開口部
　　　２　　　　　　屋上扇
　　　５　　　　　　海苔乾燥機
　　　５００　　　　天井開放部
　　　５０１　　　　配管
　　　６　　　　　　燃焼釜
　　　６００　　　　釜
　　　６０１　　　　吸込開口部
　　　６０２　　　　ファン
　　　７　　　　　　ビニールフィルム
　　　７ａ　　　　　下側
　　　８　　　　　　温湿度調整器
　　　８０　　　　　外郭体
　　　８００　　　　一方の入り口
　　　８０１　　　　一方の出口
　　　８０２　　　　他方の入り口
　　　８０３　　　　他方の出口
　　　９　　　　　　ファン
　　　９ｃ　　　　　シャツタ
　　　１０　　　　　ダクト
　　　１０ａ　　　　ダクト
　　　１１　　　　　通路
　　　１１００　　　フラット通路部
　　　１１０１　　　膨出通路部
　　　１２　　　　　通路
　　　１２００　　　フラット通路部
　　　１２０１　　　膨出通路部
　　　１５　　　　　連結手段
　　　１６　　　　　連結手段
　　　２０　　　　　ファン
　　　２１　　　　　ファン
　　　２２　　　　　フィルタ
　　　２３　　　　　フィルタ
　　　Ａ　　　　　　スペース
　　　Ｂ　　　　　　間仕切り空間部
　　　Ｘ　　　　　　平板
　　　Ｙ　　　　　　膨出曲面
　　　ＧＬ　　　　　地面
　　　Ｐ　　　　　　高温高湿排気
　　　Ｐ１　　　　　低温低湿の空気
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　　　Ｏ　　　　　　低温低湿外気
　　　Ｏ１　　　　　高温低湿の空気
　　　Ｏ２　　　　　高温低湿の温風
　　　ＯＯ　　　　　極度の低温低湿外気
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